
●各所でお話伺っています
（病児・病後児保育施設、放課後児童クラブ、放課後等デイサービス、ちいきつながる食堂）

●SNSで発信、インスタライブ    ●街頭演説    ●各視察、上京陳情
●議員インターン生の受け入れ
●会派「ながさきミライ」でのイベント開催   

●アンガーマネジメント研修、親子イベント    ●各種司会

子育て世帯の経済的負担軽減策　 場所や時間の切れ目のない子育て支援　 課題を抱えるこども等への支援

やっと、「ながチャレNEWS vol.1」をお届けすることができました。議員としての任期がスタートして早４か月…。おかげさまで毎
日慌ただしく、24時間では足りない日々を過ごしております。今後も、議員としての活動を日々のＳＮＳや、この度の「ながチャレ
NEWS」で発信して参ります。身近な議員として繋がっていただけると嬉しいです。アナタの感想、お声もどうぞお寄せください！

高橋けいこは毎日発信しています!
各種ＳＮＳはこちらから！

議員として

スキルを活かして

髙橋けいこ
の近況

今後の市政運営について（市長会見より）市政について

高橋けいこの活動

特に３つの分野に重点化　　1 2 3

誰一人取り残さない長崎市を目指して「こどもまんなか応援サポーター」宣言！

子育てを支える場の充実と質の向上 精神的・経済的負担の軽減
保育士等サポート事業費補助金 1億9，900万5千円
保育所や認定こども園に対し、保育の補助や寝具の
準備・片付けといった保育士のサポートを行う人員
を配置！それにより、保育士の業務負担を軽減され、
これまで以上に子どもと向き合える保育を実践が可
能となります。⇒保育の質の向上へ！

子育て世代包括支援センター運営費（LINE相談）
167万9千円
LINEを活用した相談対応の為のシステムを導入！子
育て家庭や子どもが、慣れ親しんだツール（LINE）で
いつでも気軽に相談し、必要な情報を適宜得ること
ができる環境を整えます！

産前産後支援事業費 111万5千円
産後ケアにおいても支援拡大！
①訪問型の開始
②宿泊型、通所型の利用形態・回数の
　見直し
③利用者負担額の減免の開始
④里帰り産婦への償還払いの開始
　（人口同規模中核市14市中長崎市だけ！）

子育て応援アプリの導入232万1千円
｢子育て応援アプリ」を導入することで健康管理
や情報収集が簡単に♪子育て世帯の負担軽減！

≪アプリでできること≫

≪導入時期≫
　令和６年２月（予定）

【拡大】妊産婦健康診査費 447万円
多胎妊婦の追加健診助成及び低所得
妊婦の初回産科受診費用の助成

母子健康手帳の補完機能（健診・予防接種履歴の管理）
保育所等施設検索、面談の予約、プッシュ通知、子育て
情報の掲載
イーカオサポーター（子育て応援団体）の検索…など

「長崎市＝子育てしにくい」というイメージをお持ちの方
も多いと思いますが、「徹底的に寄り添う」との姿勢で
こども部を中心に様々な取り組みを進めています。
限られた財源をどのように活かしていくか、苦しい財政
の中でどれだけ子育て層に寄り添っていけるか、大きな
課題にしっかりと向き合い、当事者の声に耳を傾ける
ことが大切と考えています。

議員インターン生に訊く!

具体的にどんな支援があるの？
６月補正予算のこども・子育て関連

私のイチオシ政策!

シンナガサキみーてぃんぐ      こども子育て施策の推進
アニメ制作会社とタイアップした誘客プロモーション
　　　　　　　　　　　　　　 低所得世帯の給付金

詳しくは長崎市のwebサイト内
｢市長記者会見(定例)｣を
  ご覧ください

indexindex

「ながチャレNEWS vol.1」をご覧いただき、
ありがとうございます。
４月の統一地方選挙におきまして、
多くの長崎市民の皆様のご支援を受け、
5月2日から任期がスタートしました。
初めての事ばかりですが、
毎日やりがいを持って取り組んでおります。

「ながチャレNEWS vol.1」をご覧いただき、
ありがとうございます。
４月の統一地方選挙におきまして、
多くの長崎市民の皆様のご支援を受け、
5月2日から任期がスタートしました。
初めての事ばかりですが、
毎日やりがいを持って取り組んでおります。

高橋けいこの初めての市政報告

長崎市政について、そして
高橋けいこの取り組みについて、

「あなたの困難を見過ごさない」
ために、「わかりやすい発信」に
努めて参ります！

ながチャレNEWS vol.1高橋けいこの
長崎市議会議員

　施設減少に伴う対応と今後の取組１．病児・病後児保育施設について一般質問

　GIGAスクールに対応した環境整備2．放課後児童クラブについて一般質問

市政について 高橋けいこの活動
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放課後児童クラブ訪問 放課後等デイサービス訪問病児病後児保育施設訪問 ちいきつながる食堂
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初めての一般質問の持ち時間は30分。早急な対応が必要と考える２点に絞って行いました！

　       　　 病児・病後児保育施設への利用者ニーズ
は高まっていますが、ピーク時の6施設から、令和元年
に南長崎の一施設が減って5施設となり、その後さら
に今年3月末で更に一施設減り、現在の病児・病後児保
育施設は４施設となっています。
3月末で閉院した施設は、受け入れ可能な定員数が12
人と、長崎市でも最大の施設だったこともあり、閉院
に際して驚き、既に困難に陥っている子育て層の声が
届いています。
そもそも施設が閉院するとなった場合「前もってお知
らせする」、「代替施設を案内する」といった、利用者目
線に立った事前の案内が必要と考えますが、その点の
対応はいかがだったのでしょうか。
今後の代替施設を含めた市の取り組み状況も併せて
お聞かせください。

　　　 　　「⑴施設減少に伴う対応と今後の取組」
について、今回、施設の閉院に伴い、病児・病後児保育
事業が終了することや、他の施設の案内について、市
のホームページ等により事前に周知を行わなかった
ことにつきましては、利用者の観点からの配慮が必要
であったと考えており、大変申し訳なく思っていま
す。今後は、今回の教訓を生かし、市民目線に立った周
知を行います。今回の閉院に伴い、改めて、長崎市医師
会にご相談し、小児科医に対し、事業参加への意向調
査を行うなど、病児・病後児保育施設の新設に向けて
取り組んでいるところです。引き続き、関係機関の皆
様と連携しながら、早急に病児・病後児保育事業の提
供体制の整備に取り組みます。

　　　  現在、市として行っている取り組みとして、小
児科医院へのアプローチのみでは施設拡充の実現は
厳しいと考えます。そこでご提案なのですが、小児科
医院のような医療機関ではなく、保育施設に付設する
形を積極的に進めるのはいかがでしょうか。
また、市の施設を活用するということで、長崎みなと

メディカルセンターに付設するのはいかがでしょう
か。
長崎市においても、既存の形にとらわれない、新たな形
式で病児・病後児保育事業に取り組むことができない
ものか、見解をお聞かせください。

　　　　　 現在、小児科医院に対し、改めて、病児・病
後児保育事業の実施への参加について意向調査を行っ
ております。
また、長崎みなとメディカルセンターにおきましては、
救急医療及び高度・急性期医療を担う役割がある中で、
他の医療機関と併せて、病児・後児保育事業の実施の可
能性について協議を行ってまいりたいと考えておりま
す。さらに、既存の保育施設を活用するなどの新たな方
法についても、医療機関や、保育関係団体等とも実施に
向けて早急に協議を行うなど、並行して検討していく
必要があると考えております。

　　　 利用者の不安を払拭するためにも、施設拡充に
向けての進捗など、目に見える形で情報を共有してい
ただきたいと思うのですが、情報の発信や共有につい
てはどのようにお考えでしょうか。

　　　　　 内容を精査しながら、適宜、議会への報告
を行うとともに、可能な範囲で市のホームページ等で
情報発信してまいりたいと考えております。

こども部長

こども部長

こども部長

⑴施設減少に伴う対応と今後の取組

６月議会での一般質問

１．病児・病後児保育施設について
⑴GIGAスクールに対応した環境整備
2．放課後児童クラブについて

高橋けいこ

鈴木市長

高橋

高橋

　　　 現在、GIGAスクールの取り組みが学校で進めら
れている一方で、放課後児童クラブでは、Wi-Fi環境の整
備がなかなか進んでいないことが懸念されます。
現在の各クラブのWi-Fi環境は様々のようで、クラブに
よっても差があると見受けられます。
クラブ内のWi-Fi環境の整備の状況と、今後の整備につ
いての見解をお尋ねします。

　　　　　 令和５年６月現在のクラブにおけるWi-Fi
環境の整備状況については、全95クラブのうち、約
47％を占める45クラブに整備いただいており、今後整
備する予定が18クラブ、検討中が32クラブとなってお
ります。
そこで、Wi-Fi環境が未整備のクラブに対しては、改めて
整備が進まない課題を確認するとともに、他のクラブの
整備事例なども紹介し、積極的にWi-Fi環境整備に取り
組んでいただくよう、働きかけてまいります。
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一般質問後の動き

長崎市より医師会・保育関係団体へ、
病児・病後児保育施設の設置に向け
て、呼び掛けを行っています。
既存の病児・病後児保育施設との相
談、協議を進めています。

既存の施設をはじめ、様々な保育施
設、こどもを預ける当事者の声をヒア
リング。同時にこども部との情報共有
を行い、市がスピード感を持って進め
られるように努めています。

メディア取材を受けました!

「病児・病後児保育施設について」の一般質問につい
ては、地元テレビ局より取材を受けました！
それだけ病児・病後児保育施設の拡充は急務です！

一般質問の動画はコチラから!
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一般質問後の動き

6月議会終了後、長崎市こどもみらい
課と長崎市教育委員会の連名で各放
課後児童クラブ宛てに文書で通知。
Wi-Fi環境の整備に向けての全体の進
捗、及び、導入にあたっての手順、課題
＆対応策を共有いただきました。

引き続き、放課後児童クラブへのヒア
リングを行い、必要に応じこどもみら
い課との情報共有を行っています。


